
あけましておめでとうございます！

【おもな内容】
年頭あいさつ・第３５回社会福祉大会のご案内   2
厚生労働大臣表彰   3
支部社協活動マップ   4・5
新春 社協人生すごろく   6・7
ボランティアセンターからのお知らせ   8
老人福祉センター窓口アンケート結果   9
ふれあいみ～つけた   10・11
こころちゃんがゆく、お知らせと生活に役立つ情報  12

すす！！

狭山市社協だより  ● No.147

狭山市社協 検索
こころちゃんが行く 検索

冬
winter

No.147　平成27年１月10日　発行

CLICK!

CLICK!



スローガン

ふれあいで　心をつなぐ　狭山の未来

第35回  社会福祉大会

▲ アトラクションの様子

▲ 式典の様子

手話通訳、
要約筆記あり

　社会福祉大会は、狭山市の社会福祉の発展に功績のあった個人、団体を顕彰するとともに、市内の社会福祉
関係者等が一堂に集い、相互の連携を深め、福祉活動の更なる普及と充実を図ることを目的として開催されます。
皆様のご来場をお待ちしております。

《内容》：第 1 部：式　典
　長年にわたり、社会福祉協議会の運営や事業に協力していた
だいた方々や、地域福祉に貢献のあった方々へ感謝を込めて、
表彰式を行います。

　　　　第 2 部：講演　「地域の実践活動者からの発表」
青野　輝子氏（南入曽在住）
　空気がおいしくて、緑が多い狭山が大好きな、日本初の女性
タクシードライバー。感謝の気持ちが人と人とをつなげる。人生は
愛と縁をつなぐ旅・・・とおっしゃる青野さんのお話をうかがいます。

　　　　第 3 部：発表　「大好き！さやま　ふれあい自慢」
　狭山が大好きな人たちが、地域の人々の素敵なつながりや
活動を、楽しくわかりやすく紹介してくれます。

明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
法
人 

狭
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
塩
野
谷
　
延
夫

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
会
員
会
費
や
共
同
募
金
運
動
な
ど
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
社
会
福

祉
協
議
会
の
各
種
事
業
へ
の
力
強
い
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
狭
山
市
で
は
人
口
の
６
％
を
占
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
に

あ
る
方
々
が
65
歳
に
到
達
す
る
な
ど
、
高
齢
化
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
未
婚
や
晩
婚
化
を
背
景
と
し
た
少
子
化
の
進
行
や
高
齢

者
を
始
め
と
し
た
単
身
世
帯
の
増
加
に
よ
り
家
族
の
規
模
が
縮
小
し
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
や
人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
な
地
域
で
は
、
社
会
的
孤
立
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
若
者
、
中
年
層
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ト
、
派
遣
切
り
等
を
背
景
と
し
た

生
活
困
窮
者
の
増
加
な
ど
、
地
域
の
新
た
な
福
祉
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
大
雪
や
集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
し
、
比
較
的
災
害
の
少
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
埼
玉
県
に
お
い
て
も
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
日
頃
か
ら
地
域
の
中
で
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い

の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
地
域
に

お
け
る
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
狭
山
市
と
の
協

働
に
よ
り
６
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
狭
山
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
目
指
す
べ
き
地
域
の
姿
や
果

た
す
べ
き
役
割
を
具
体
的
に
お
示
し
す
る
計
画
で
あ
り
、
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
地
域
福
祉
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
住
民
、
市
、
地
域
福
祉
団
体
等
と
の
連
携
、
協
働
の
も
と
、
よ
り
身
近

な
信
頼
さ
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
１
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

日　時：2 月 14日（土）
　　　 開会：13時（受付開始　12時 15分）
会　場：狭山市市民会館 小ホール
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「狭山朗読グループ」の活動について
　昭和５５年に設立。視覚障がい者のために広報や社
協だより等のデイジー版（ＣＤ）作成や、新聞やごみ
収集一覧等、生活に欠かせない身近な情報伝達を行っ
ています。
　また、個人への対面朗読や施設への訪問朗読、個人
の依頼によるデイジー図書の作成も行っており、地域
福祉の推進を担っています。
　月に１回の勉強会も欠かさず行っています。

　 狭山朗読グループ

厚生労働大臣表彰

平
成
二
十
六
年
度

　
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
受
賞
者
の
み
な
さ
ま

　
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

県
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
集
い
、
相
互
の
連
携
を

深
め
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
む
け
た

決
意
を
新
た
に
し
、
福
祉
活
動
の
更
な
る
普
及
と
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
大
会
で
す
。

　
市
内
の
受
賞
者
の
み
な
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
会
長
表
彰

　《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

　
　
　
奥
冨
孝
一
、
大
野
純
子
、
門
脇
和
子

　
　
　
小
川
近
二
郎

　《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
団
体
を
含
む
）
》

　
　
　
柳
田
嘉
之
、
宮
島
十
四
二

　
　
　
村
松
多
加
子
、
阿
部
信
夫
、
古
財
武

　
　
　
浅
見
み
つ
江
、
須
田
勉
、
岡
田
美
都
恵

　
　
　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　ピ
ア
・
さ
や
ま

　
埼
玉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　《
多
額
寄
付
者
》

　
　
　
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
隊
員
一
同

　
　
　
本
田
技
研
労
働
組
合
埼
玉
支
部

　
　
　
浅
見
茂
雄

【平成26年度　会員会費実績状況】
平成 26年 12月 9日現在

　６月から会員募集を自治会等のご協力により進めてまいりました。
市民の皆様、各団体や企業の皆様の温かいご理解とご賛同をいただき、厚くお礼申し上げます。
　皆様から寄せられた会費は、市内の様々な福祉活動の財源として使われています。

地　区 件　数 金額（円）
入 間 川 東 629 437,000 
入 間 川 678 529,000
富 士 見 499 371,000
入 曽 1,282 942,500
堀 兼 889 686,500
奥 富 835 533,000

地　区 件　数 金額（円）
柏 原 619 501,000
水 富 1,436 1,015,000
新 狭 山 173 251,000
狭 山 台 464 336,000
そ の 他 391 445,000
合 計 7,895 6,047,000

平成２６年度　社協会員会費の報告
～ご協力ありがとうございました～

厚生労働大臣表彰とは…
　福祉分野等のボランティア活動を
永年率先して行っている者で、功績
が特に顕著であり、他の模範になる
と認められた方が表彰されます。

おめでとう

ございます
！
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水富支部

柏原支部
奥富支部 新狭山支部

堀兼支部

入曽支部

富士見支部

狭山台
支部

入間川東支部

入間川支部

支部社会福祉協議会活動マップ
支部社協とは・・・
　市内には10の支部社会福祉協議会があり、地域住民が社会から孤立することなく生活できることを目的に、
住民一人ひとりが社会福祉に参加して、地域の中の助け合いを育てていくために活動しています。地域住民や自
治会、民生委員・児童委員、その他地域の各種団体から選出された方々で構成されています。各地域での生活上
の様々な問題や課題について話し合い、それぞれの地域に根ざした福祉活動を下記のとおり展開しています。
○見守り、声かけ活動　　○会食会　　○配食サービス　　○友愛訪問　　○茶話会、サロン活動　他
ここではそれぞれの支部社協の福
祉活動をひとつずつピックアップし
て、　ご紹介します。

（仮称）地域福祉推進計画を策定しています
　狭山市が策定する地域福祉計画と本会が策定する地域福祉活動計画を一体化させた（仮称）狭山市地域福
祉推進計画を現在、策定しております。平成２７年度から平成３２年度までの地域福祉の方向性を示す大切
な計画となります。また、支部社会福祉協議会を中心とした地区別計画も同時に策定しております。地域福
祉の着実な推進に、皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。

奥富支部　茶話会

定期的に茶話会を開催し、地域の　
交流を深めています。

新狭山支部　サロン運営

サロンを開設し、地域の居場所づくり
を行っています。

堀兼支部　見守りサービス

手作りのクッキーを高齢者に手渡し
て、見守りを行っています。

富士見支部　敬老会

小学校をお借りして、盛大に行われ
ています。

狭山台支部　視察研修

他市・他機関にて地域福祉に関する
視察研修を行っています。

入曽支部　避難所運営訓練

災害時における地域での取り組みを
検討しています。

入間川東支部　研修会

研修会を開催し、地域福祉の推進を
図っています。

入間川支部　会食会

地域の高齢者を対象に、会食会を　
開催しています。

水富支部　お楽しみ交流会

高齢者と園児との交流の場を設けて
います。

柏原支部　地区別計画策定会議

支部社協の活動計画を策定し、活動
しています。
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スタート
子どもが生まれた！

産前産後ヘルパー・ふぁみ

さぽを利用しよう★

１マスすすむ
いろいろな体験をして

成長しよう！

福祉教育やボランティア

体験に挑戦！

２マスすすむ
新しい家族がふえた！

ファミリー・サポート・センター

を利用しよう！

子育てサロンにも行ってみよう♪

１マスすすむ
障がいをもったら…

ハンディキャブを利用しよう。

手話通訳も利用できるよ！

１マスすすむ
これから先が心配…

心配ごと相談に行ってみよう。

あんしんサポートねっと、

成年後見制度も必要かな。

ゴール
老人福祉センターで

のんびり過ごそう♪

地域のサロンに参加して

みよう！

１マスすすむ
結婚５０年！

これまでを振り返って

金婚祝いの写真を撮ろう！

１回やすみ

２マスすすむ
お世話になった分、おんがえし♪

ボランティアをしたり、手話を

勉強しよう！

１マスすすむ
ケガをした！

車いすを借りよう。

一時的に資金も

借りられるかな。

生活にこまった…
一時的に資金を借りよう。

１マス

　もどる

２マス

　もどる

１マス

　もどる

３マス

　もどる

１回
やすみ

ちょっ
と

　ひと
いき

ちょっと　ひといき
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ボランティアセンターからのお知らせ

ファミリー・サポート・センターからのお知らせ

お問い合せ先：さやまファミリー・サポート・センター（狭山市社会福祉会館内）　☎ 04-2003 ｰ 3849

たくさんの古着物のご寄付を
ありがとうございました。

　10 月号にて募集しました着物のご寄付は、11 月末をもち
まして受付を終了しました。
　たくさんのご協力、ありがとうございました。

お申込み・お問合せは　　☎ ：04-2954-0294　FAX：04-2953-4998
E-mail：daihyou@sayama-shakyou.or.jp

外 出 ボランティア

ぐるうぷ「小さな手」メンバー募集

ドライヤーかけボランティア
　高齢者デイサービスで、外出のお手伝
いをしてくださる方を募集しています。

【活動日】外出イベント日
【場　所】高齢者デイサービス（稲荷山）
【外出先】イオン、サイボク等

　高齢者デイサービスでは、利用者さん
のお風呂上りの髪にドライヤーをかけて
くださる方を募集しています。

【活動日】火曜日、土曜日（曜日要相談）
9時 30分～ 12時

【場　所】高齢者デイサービス（狭山）
【内　容】ドライヤーかけ、お話し相手

子どもから高齢者・障がい者まで、誰でも遊べる布のおもちゃを作っています。
【活動日】第二・四土曜日 13時 30分～ 16時　
【場　所】狭山市社会福祉会館
布のおもちゃの貸出も行っています。希望者はお問い合わせください。

～お気軽にふぁみさぽへ連絡してください～
　新 1年生の保護者の皆様、入学準備は進んでいますか？
　4月は、下校時間が早かったり、役員を決めたりなど、何かと忙しいと思います。
　新しい出発もあり、環境の変化による困ったなぁという事が生じることがあると思い
ます。そんな時、ふぁみさぽが力になってお手伝いできることがあると思いますので、
忙しくなる前に安心のための登録をしませんか？

～～こんな時にふぁみさぽを利用できます～～
・小学校・学童保育のお迎えが間に合わない

・小学校の朝の旗振り当番の時、下の子をどうしよう…

・夏休み・冬休みの朝、学童保育は 8：00からで送れない

・習い事に送って行けない…
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さやま成年後見センターからのお知らせ

 温かいまごころ  ありがとうございました
平成２６年９月１８日～１１月２７日（順不同・敬称略）

（社会福祉寄付金） （単位：円）

「こころとゆめ」をつなぐふれあいチャリティーリレー 10,000

西武学園文理高等学校インターアクト部 85,010 

魚商組合 10,000 

富士見公民館 11,500 

水富第 8区自治会 6,100 

福寿草会 10,000 

匿名（9件） 29,378 

（物品寄付）

大仲　馥子 古切手

狭山郵便局 古切手

松本　匡史 紙おむつ

榎本　カヨ子 古切手、使用済カード

切通　澄江 古切手、使用済カード

小山　さと
チャイルドシート、　　
碁盤、将棋盤、つえ、
くつ

笹目　君子 古切手

匿名 (4件）

使用済カード
醤油
切手
着物
肌着、おもちゃ
古切手

後見支援員募集
　本会が法人として成年後見人となり、認知症高齢者、知的障がい者や精神障がい者の
後見活動をしています。現在、本会が行う後見活動を手伝っていただける方を募集して
います。
　募集要項は、狭山市社会福祉会館、狭山市駅東口事務所にありますので、ご参照ください。

老人福祉センターアンケートへの

ご協力ありがとうございました！

　社会福祉協議会が管理・運営する老人福祉センター「宝荘」「寿荘」「不老荘」の各館で、利用者
を対象にサービスの向上、満足度の向上に努めるためアンケート調査を実施いたしました。

【調査期間】 平成２６年１０月１日～１０月２１日 　【回答数】 ３館合計４７３名

貴重なご意見・ご要望をたくさんいただきました。老人福祉センターをより良いものとするため、
さらなるサービス向上に努めてまいります。これからも、多くの方のご利用をお待ちしております。

Ｑ１：施設内の雰囲気や
　　　　　快適性について

76％
満足度

Ｑ２：館内外の美観や
　　　　　清掃について

77％
満足度

Ｑ１：職員の対応について

83％
満足度
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自宅にいながら本格治療が受けられます!!
歩行困難の方や寝たきりの方に、痛みの改善に
 特化した訪問鍼灸治療を医療保険で行います！

（例）１割の方　１回300円から500円程度

「マッサージだけでは
なかなか良くならない」
という方、ぜひどうぞ!!

医療保険適用には医師の同意が必要です。

狭山市上奥富１８５-１　B-１０１

はりきゅうは

０１２０ｰ８９８ｰ８０３
ハリオス 狭山市社会福祉協議会　狭山市入間川2-4-13

☎ ０４ｰ２９５４ｰ０２９４

狭山市社会福祉会館を
利用してみませんか？

会議や研修会などで、会場を
お探しの方、ぜひ社会福祉会
館をご利用ください。
皆様のご利用をお待ちしてお
ります！

ご利用方法など、
詳しくはお気軽に
お問合せください！

有料広告欄

水
富
支
部
通
信
員

小
川　

佑
次

大
竹
征
一
郎

新
狭
山
支
部
通
信
員

塚
本　

忠
之

小
池　

律
子

団
結
と
絆

あ
じ
さ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

松
浦　

捷
（
ま
さ
る
）
さ
ん

青
空
が
抜
け
る
よ
う
に
広
が
る
、
最
高
の
祭
り
日
和

に
な
っ
た
、
10
月
19
日
（
日
）
に
広
瀬
神
社
の
秋
季
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
瀬
神
社
は
、
式
内
社
と
し
て
は
、
狭
山
市
で
も
最

も
古
く
、
こ
の
日
は
狭
山
市
指
定
の
有
形
文
化
財
で
あ

る
、
江
戸
時
代
末
期
に
作
ら
れ
た
、
宝
形
造
り
の
神
輿

の
巡
行
や
広
瀬
囃
し
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

神
輿
の
巡
行
は
、
若
者
の
減
少
で
車
が
主
流
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
、
八
区
自
治
会
で
は
、
廣
岡
自
治
会

長
や
役
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、
神
輿
を
担
い
で
、

八
区
内
を
廻
る
事
に
三
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。担

ぎ
手
は
、
白
装
束
に
身
を
包
み
、
女
子
7
名
を
含

め
約
40
名
、
こ
の
日
も
広
瀬
運
動
場
か
ら
、
八
区
自
治

会
館
ま
で
を
、
子
供
神
輿
と
共
に
、
威
勢
良
く
担
ぎ
切

り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
こ
れ
か
ら
八
区
の
中
心
と
な
る
若
い

人
た
ち
の
「
団
結
と
絆
」
を
深
め
る
事
と
し
て
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
館
前
で
は
、
次
の
担
い
手

に
な
る
子
供
達
の
た
め
、
お
ひ
ね
り
を
投
げ
た
り
し
て
、

盛
大
な
秋
の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
に
な
る
と
見
事
な
紫
陽
花
が
咲
く
、
新
狭
山
の
中
原

公
園（
通
称
あ
じ
さ
い
公
園
）は
、あ
じ
さ
い
サ
ポ
ー
ト
隊（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
々
が
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ

の
代
表
の
松
浦
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
、
地
域
の
た
め
に
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
８
年
前
に
新
狭
山
街
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

あ
じ
さ
い
サ
ポ
ー
ト
隊
を
立
ち
上
げ
、
現
在
15
人
で
活
動
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
中
原
公
園
や
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
等
で
約
30

種
、
１
２
０
０
本
の
あ
じ
さ
い
の
手
入
れ
を
月
２
〜
３
回
集

合
し
、
除
草
、
水
や
り
、
剪
定
、
肥
料
散
布
、
新
種
の
植
え

付
け
等
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

松
浦
さ
ん
の
ご
自
宅
が
公
園
の
前
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、

水
や
り
や
除
草
は
日
常
的
に
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
子
供
た
ち
が
公
園
で
安
全
に
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
、

公
園
内
の
あ
じ
さ
い
の
高
さ
を
１
メ
ー
ト
ル
前
後
に
揃
え
、

周
辺
か
ら
中
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
も
し
ま
し
た
。
地
域
の
よ

き
相
談
相
手
と
し
て
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
達
か
ら
も
親
し

ま
れ
て
い
る
松
浦
さ
ん
は
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
と
笑
顔
が

印
象
的
な
方
で
し
た
。

▲ 狭山市有形文化財の神輿

▲ あじさいサポート隊の帽子を被った松浦さん

▲ 可愛い子供神輿

▲ 今年の「あじさい祭り」の時の満開のあじさい

♥♥♥♥♥♥♥ふれ  あい みみみみみみみみみ～～～～つつつつつけけけたたたたみ～つけたたつつ
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ベスト

有料広告欄　  有料広告を募集中　お問い合せ先：☎2954-0294

狭
山
台
支
部
通
信
員

五
木
田
滝
子

後
藤　

照
雄

入
曽
支
部
通
信
員

木
藤　

俊
雄

粋い
き

・
活い
き

サ
ロ
ン
で

生
き
生
き
と

と
も
に
楽
し
み
、

と
も
に
作
り
出
す

「
和な

ご

み
」
の
つ
な
が
り

今
日
は
狭
山
台
四
丁
目
の
集
会
所
で
活
動
し
て
い
る
、「
粋
・

活
サ
ロ
ン
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
午
後
の
一
時
半
ご
ろ
で
し

た
が
、
一
階
の
ホ
ー
ル
で
皆
さ
ん
が
賑
や
か
に
運
動
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
れ
は
「
お
笑
い
ヨ
ガ
」
と
言
っ
て
、
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
と

笑
い
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
講
師
の
掛
け
声
で

ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
、
大
声
で
笑
っ
た
り
と
、
楽
し
く
身
体
を

動
か
そ
う
と
い
う
も
の
で
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。

こ
の
「
粋
・
活
サ
ロ
ン
」
は
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
狭

山
台
地
区
の
有
志
が
協
働
し
、
地
域
の
方
々
の
憩い

こ
い

の
場
と
し
て

運
営
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

20
人
ぐ
ら
い
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
５
人
ほ
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
飲
み
物
の
用
意
を
し
た
り
、
ま
た

一
緒
に
な
っ
て
折
り
紙
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

紙
人
形
の
作
り
方
を
教
え
あ
っ
た
り
と
、
と
て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。
男
の
方
も
囲
碁
や
世
間
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
有
志
の
方
が
「
懐
か
し
の
歌
集
」
を

作
っ
て
、
終
わ
る
前
に
は
み
ん
な
で
何
曲
か
歌
っ
て
お
別
れ
す

る
と
か
。

「
毎
週
水
曜
日
の
10
時
か
ら
15
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
大
勢

の
方
々
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
お
声
を
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

大
正
琴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
和
み
」（
な
ご
み
）

は
、
結
成
９
年
、
年
間
約
60
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏

を
市
内
福
祉
施
設
を
中
心
に
続
け
て
い
ま
す
。
敬
老
会

や
会
食
会
、
夏
祭
り
等
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
、
海
外
で

の
日
本
文
化
紹
介
や
震
災
被
災
地
訪
問
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。
大
河
原
洋
志
先
生
の
指
導
の
も
と
に
メ
ン
バ
ー

７
名
、
自
慢
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
衣
装
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
も
聴
い
て
い
た
だ
く
方
を
想
い
、
華
や
か
さ
や
優
し

さ
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

こ
の
日
の
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
訪
問
で
は
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
も
含
め
、
高
齢

者
が
一
緒
に
歌
え
る
昭
和
の
歌
や
唱
歌
を
演
奏
し
ま
し

た
。
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
様
に

も
活
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
一
緒
に
歌
い
手
拍
子
を
し

て
、
明
る
く
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。「
和
み
」

の
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
ふ
れ
あ
い
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

「
待
っ
て
た
よ
」「
ま
た
来
て
ね
」「
次
は
い
つ
来
る

の
？
」・
・
・「
和
み
」
の
名
の
と
お
り
、
メ
ン
バ
ー
と

聴
い
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
と
の
「
和
」
が
つ
な
が
る
活

動
で
す
。

▲ 楽しくおしゃべり

▲ 会食会に華を添えます！

▲ 笑いながら体を動かして

▲ 懐かしの音色に心躍ります！

♥♥♥♥♥♥♥ふれ  あい みみみみみみみみみ～～～～つつつつつけけけたたたみ～つけたたつつ
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社会福祉協議会より、お知らせと生活に役立つ情報

日程などの変更の可能性もありますので、詳細やお申込は…
狭山市社会福祉会館、狭山市駅東口事務所等へ、お問い合わせください。

24

成
年
後
見
制
度
講
演
会　

共
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
や
ま
後
見
ネ
ッ
ト

日　

時	

１
月
18
日
（
日
）

13
時
30
分
受
付
／
14
時
開
始

場　

所	

狭
山
市
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

内　

容	

「
成
年
後
見
制
度
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」

講　

師	

弁
護
士　

関
哉　

直
人　

氏

対　

象	

成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員	

３
０
０
名

費　

用	

無
料

申
込
方
法	

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所
へ

電
話
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
に
て

申
込
み
し
て
く
だ
さ
い

権
利
擁
護
法
律
相
談
「
あ
ん
し
ん　

さ
や
ま
」

　

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
た
め
に
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
ご
本
人
、
ご
家

族
や
福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
の
生
活
上
の
悩
み
や
困
り
ご
と

に
対
し
て
、
弁
護
士
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
問
題
を
整
理
し
、

解
決
に
向
け
て
支
援
（
助
言
、
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
）
し

ま
す
。

日　

時	

２
月
６
日（
金
）、３
月
６
日（
金
）、４
月
３
日（
金
）

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時
ま
で

※
事
前
予
約
制

場　

所	

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所　

相
談
室　

費　

用	

無
料

申
込
み	

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所
へ
電
話
ま
た
は
来
所
に
て

予
約
し
て
く
だ
さ
い

平
成
26
年
度　

狭
山
市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

日　

時	

３
月
４
日
（
水
）　

９
時
～
12
時
30
分　
　
　
　

（
終
了
時
間
は
受
験
人
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
）

場　

所	

狭
山
市
社
会
福
祉
会
館

受
験
資
格	

狭
山
市
内
在
住
・
在
勤
の
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
20
歳
以
上
で
、
狭
山
市
手
話
通
訳
者
養
成
講
習

会
修
了
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
程
度
の
知
識
と
技

術
を
有
す
る
方

締　

切	

２
月
13
日（
金
）

申
込
み	

申
込
書
（
狭
山
市
駅
東
口
事
務
所
に
用
意
、
H
P

か
ら
も
取
得
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
狭
山

市
駅
東
口
事
務
所
へ
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送　

（
２
月
13
日
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
受
験
料
は
無
料
で
す

問
合
せ	

手
話
通
訳
者
派
遣
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

  

富
士
見
１
ー
１
ー
11　

☎
２
０
０
３
ー
３
７
４
２

法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
毎
月
第
３
金
曜
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
（
要
予
約
）。

時　

間　

14
時
～
16
時（
無
料
）

場　

所　

狭
山
市
社
会
福
祉
会
館

狭
山
市
駅
東
口
事
務
所
よ
り

狭
山
市
社
会
福
祉
会
館
よ
り
☎
2
9
5
4
ー

0
2
9
4

そ
の
他
の
事
業
案
内

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
荘
よ
り

☎
2
9
5
2
ー

7
7
7
7

は
っ
ぴ
ぃ
に
ゅ
う
い
や
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
生
の
音
楽
に
触

れ
、
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

日　

時　

1
月
24
日
（
土
）
13
時
～
16
時（

開
場　

12
時
30
分
）

場　

所　

入
間
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

内　

容　

和
太
鼓
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
入
間
川
中
学
校
合
唱
・

　
　
　
　

バ
ン
ド
演
奏
な
ど

参
加
費　

無
料

定　

員　

3
0
0
名

問
合
せ　

狭
山
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
２
９
５
３
ー
１
６
１
２

映
写
会

日　

程　

1
月
16
日
（
金
）　

13
時
～
14
時

　
　
　
　
　
　
「
心
を
む
す
ぶ
愛
の
ハ
ー
ネ
ス
」（
55
分
）

　
　
　
　

2
月
20
日
（
金
）　

13
時
～
15
時

　
　
　
　
　
　
「
茗
荷
村
見
聞
記
」（
1
1
2
分
）

　
　
　
　

3
月
20
日
（
金
）　

13
時
～
14
時

　
　
　
　
　
　
「
ひ
と
こ
と
の
や
さ
し
さ
」（
51
分
）

　
　
　
　

※
送
迎
バ
ス
あ
り

　
　
　
　
　
（
狭
山
市
駅
西
口
12
時
30
分
出
発
）

今
日
は
、
11
月
21
日
に

堀
兼
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ
げ
ん
き

村
」
に
行
っ
て
き
た
よ
。

こ
こ
に
は
、「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
の
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
自
動
販
売
機
で
飲
み

物
を
買
っ
て
も
ら
う
と
、

売
り
上
げ
の
一
部
が
赤
い

羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
よ
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

は
、「
地
域
か
ら
孤
立
を

な
く
す
た
め
の
事
業
」
や

「
災
害
に
備
え
る
た
め
の

活
動
」「
社
会
福
祉
施
設
の

補
修
や
備
品
の
購
入
」
な
ど
、

み
ん
な
の
身
近
な
地
域
の
福

祉
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
以
外
で
も
、

10
月
に
な
る
と
駅
や
お
店
に

立
っ
て
街
頭
募
金
を
し
て
い

た
り
、
自
治
会
を
と
お
し
て

募
金
の
封
筒
が
回
っ
て
き
た

り
す
る
の
で
、
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
自
動
販
売

機
の
設
置
や
入
れ
替
え
を
考

え
て
い
る
方
、
赤
い
羽
根
自

動
販
売
機

設
置
サ

ポ
ー
タ
ー

も
募
集
中

な
の
で
、

社
会
福
祉

協
議
会
に

問
い
合
わ

せ
を
し
て

み
て
ね
。

☎
2
9
5
6
ー

7
6
6
5

後見選挙権訴訟で、
平成25年3月14日
東京地裁「勝訴」に
携わった弁護士が
狭山市へ！

社
協
だ
よ
り「
ふ
れ
あ
い
」は
、
皆
様
か
ら
の
会
員
会
費
・

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
の
一
部
を
活
用
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

社会福祉法人

狭山市社会福祉協議会発行

〒 350-1305　狭山市入間川 2-4-13（狭山市社会福祉会館内）
TEL. 04（2954）0294　FAX. 04（2954）4343
e-mail  daihyou@sayama-shakyou.or.jp
ホームページ http://www.sayama-shakyou.or.jp
ブログ http://blog.canpan.info/sayama_shakyou

社協だより「ふれあい」は、自治会等の協力を得て各戸に配布されております。
点字版、デイジーCD版もボランティアにより作成しています。

社会福祉会館

狭山市駅東口事務所

銀行

市役所

市民交流センター

スーパー

市立図書館

至本川越

狭山市駅東口

集会所
至所沢

（西武
新宿線

）
スカイテラス

西口

➡一方通行

がゆくこころちゃん
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